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創立1周年を迎えて

代表取締役社長  日 裏 泰 弘

ll1年3月、  ナシ ョナルブロジェ ク  ト として設立されたAT Rも、

その支援する四研究開発会社とともに、はや一周年を迎えること

となりました。この間、総力をあげて優秀な研究員の確保をはじ

め 、  必要な資金の調達など研究体制の充実と整備に努めて参りま

したが、 お陰様でようやく新しぃ研究所としての軌適に乗せるこ

とができました。  これもひとえに関係各界の系色大なご支援とご協

力の更易物であり、 ここに厚くお礼を申し上げます。

さて第二年目の大きな課題は、 A T Rの自立、 すなわち経営・

研究両面にわたり、その基盤を確[ilil 1たるものにすることでありま

す。 このため、 まず長期展望の上に立つた中長期計画を策定し、

その積極的かつ着実な実行、推進を図ることとしております。ま

た、近く京阪秀11.f i 陵に本研究所を建設することになりますが、こ

れ も ソ フ ト 、 ハ ー ド と もに創意:工夫をこらし、基礎研究にふさわ

しぃ環境づくりをめざしております。さらに管理連営面につきま

しても、従来の制度やlft習にとらわれず、研究者主体の思い切つ

た施策を導入し、 常に、  研究意欲がt益れる活気ある研究所にした

いと思います。  このほか、 基盤強化のための有効な施策を通時適

切に行 う こ と と し て い ま す が 、 何 よ り も ま し て 、 A T R に と っ て

大事なことは、  研究者に真の研究する自由を保証することであり

ます。米国の120とぃうノーベル賞の重みを支えてぃるのは、 こ の

国に深く根差した研究の自由であることを思えば、 こ の こ と は ぃ

く ら強調しても過ぎるとぃ う こ とはありません。私等は、若き優

れた頭1]ii'1から生まれる自由かつ大胆な発想を大切にし、 これを大

きく育て上げる研究環境を守ることが、  意1j造,li;の発細こつながる
ものと確信しております。

これか ら も A T  Rの進むべき適は、 違くまた険しぃと思います

が 、 「21t日-紀にかける橋 」 とい う使命を深く認識し、 産 ・ 学 ・ 官 は
もちろん、 国際的な協力関係を緊密にしながら、 癌l上造自iJな提研

究の推進に全力を傾注して参りたぃと存じます。 今後とも関係各

位のご支一援とご華使撻をぉ願い申し上げる次第であります。



A T Rジ ャ ーナル発刊に際して

代表取締役副社長  _
業 原 耕 平

研 究 企 画 本 部 長

「基礎研究」それは何とも装性しく響く言葉。 多くの方はそのよう

にお思いではなぃでしょうか?  それは一面で事実でありましょ

う 。 だ か ら こ そ ハ ー ドルを超えた時、研究者にとっては、その喜

びは何物にも代え英性い大きなものであり、 さらにその成果が、  い

つの日にか-世の中で役立つなら、 それは研究者冥利に尽きるとぃ

う も のであ り ま し ょ う 。

「基礎研究」は確かに高度かつ難しぃ内容への挑戦であります。

しかし、そのことと研究内容を平易に述べることとは別問題であ

ります。 いや、  むしろ問題が解明されたnリiには研究が本質的なも

のである程、  結果は単系,tl明快とぃう場合が多く見られます。  基礎

研究には、 そのような単系'ti明快さを追求するという一面があると
言つてもよぃかも知れません。

一方で基確研究には独創性が必要だと しばしば言われます。 し

かし、 その美名にかくれて視野の狭い独りよがりに 11f l iることは厳

にいましめなければなりません。それ故、私は研究者に、  自分の

研究の位置づけや手法などをできるだけ簡明に表現することを意

識づけして参りました。それは、その作業が研究者の頭の整理に

極めて効果的であることを体1験的に知つてぃるからでもありま1 ;

1并せて周囲に良き理解者を得るという意味でも大切なことであり

ます。 基礎研究の重要性が「u l-ばれてぃる今日、 それは研究者の義
務でもあ り ま し ょ う 。

そのよ うな訳でこのジャーナルでは、読んで下さる方、 つまり

第二人称の立場の方に如何に判つて頂けるか、 そのように努力し

て參りたぃと考えております。御陰様で、  ATRには新進気鋭の

若手研究者力与前つて参りました。彼らの限はキラキラと輝いてお

ります。 しかし若手故に未熱な面も多々あろうかと思います。 虫

のいい話ではありますが、研究者には「平易な表現」のための修

練の、そして喜びの場にも利用させて項こうと考えております。

御n匕責が何よりの励ましであります。 関係各i立の御支援を切にお

願いする次第であります。
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創立1周年を祝して

社団法人 関西経済連合会

会 長  日 向 方 齊

㈱国際電気通信基礎技術研究所グループの創立1

周年を心からお祝い申し上げます。

咋年4月の設立以来、 資金集めや研究者の增員等

研究体制の整備を進めながら専門の研究に着手、 学

界に多数の論文を発表するのみならず、 既に数件の

特許を出願中と聞いております。 車f'部研究者にはそ

れぞれの分野でトップ級の方を集めておられますの

で、私も立派な成果が出ることは確信しておりまし

たが、  これ程早いとは思いませんでした。 改めて、

日裏社長はじめA  T Rの皆さま方のご努力に深く敬

意を表します。

さて、わが国経済は、急激かつ大幅な円高の下で

抜本的な産業構造の転換を追られており、 各企業と

も体質改善、転換のため、先端的分野への進出、技術

開発等懸命の努力を続けております。電気通信関係

は、これからもっとも成長が予想される重要な分野

でありますから、産学富'共同による一大ナショナル

研究センターと し て 、  産業界のAT  Rに対する期待

は極めて大なるものがあります。 A T  Rにおかれま

しては、 今後とも産業界との交流を密にして研究を

進めて項きたぃと思います。

関西文化一字1術研究都市の建設は、昨年大きく前進

いたしました。  関係省庁連絡会議による都市建設基

本方針の決定、 全11本の企画、 推進にあたる財団法人

関西文化学術研究都市推進機購の設立、建設促進議

員連盟の発足等に加え、 下河辺部会長を中心に推進

協識会企画部会において関西学研都市について新し

い理念を盛り込んだ「新文化首都の基本構想」 がま

とめられました。この基本構想については、昨年末

総理はじめ関係の政府、 自民党首月国1の方々にご説明

し、 ご了解頂きま した 。

本年は、税制上の特別措置を含む建設促進法を議

員立法により制定して頂き、 関西学11llf都市を名実と

もにナショナルプロジェク ト としたぃと考えており

ます。

A T Rは、  関西学研都市の中核施設第1号として

昭和62年度早々には工事をはじめますが、 永年関西

学研都市の建設を推進してきました私どもとしては

誠に喜ばしぃ次第であります。

本年は、その他の中核施設についても、国際高等

研究所の将来構想が具体化し、 また、第二国立国会

図書館については京阪奈丘陵設置が適当との調査会

報告がまとめられる予定であり、  さらに第二理化学

研究所、 総合芸術センターにっいてもこれから調査

がはじめられる等着実に前進していくと思います。

京奈バイパス、 第:::京阪等交通網の整備も着々進

んでおり、関西学研都市の建設は序々に軌適にのっ

てきました。

関西国際空港も今年から工事がはじまりました。

関西国際空港と関西学研都市の本格的建設がはじま

る本年は、 関西ルネッサンス元年ともぃうべき記念

すべき年であります。

わが国は巨額の貿易黑字をもっ経済大国として、

基礎研究の分野においても経済力に相応しぃ貢献を

するよう-世界各国から求められております。

A T Rにおかれましては、立派な研究所を建設し、

世界中から優秀な研究者を事 ;1き、  名実ともに-tk界 一

の国際的基礎研究所として、 素晴らしぃ業1績をあげ

られますよう析念いたしましてお祝の言薬とぃたし

ます。



創立1周年を祝して

垂l1政 省  通信政策局

局長  塩 谷 稔

この度、  ㈱国際電気通信基礎技術研究所、 並びに

㈱エ イ ・ テ ィ - アール通信システム研究所、㈱エイ
テ ィ ・ アール自動翻訳電話研究所、㈱エイ ・ティ ・

アール視聴覚樹細f究所及び、㈱エイ - ティ - アー
ル光電波通信研究所の4研究開発会社の創立1周年

を迎えられましたが、わずか一年の間に、研究用設

備の整備、研究員の増強等着々と研究体制を整え順

調に研究開発力'進められてぃるこ とに対し、 心から

敬意を表するとともにお祝い申し上げたぃと存じま

す。

さ て 、  申し上げるまでもなく 、近年の厳しぃ国際

環境の中で我が国がこれまでの経済的繁i栄を維持し

ていくためには、技術立国として基礎的、創造的な

研究開発を強化してぃく ことが大変重要になってき

ております。  しかし、残念ながら我が国における電

気通信技術の研究開発は、 これまで応用・実用化研

究に重点が置かれてきたため、基礎的、創造的な分

野の研究開発が必ずしも十分でなかったとの指摘が

なされてきたところです。  電気通信分野における基

本的な発明 - 発見はその多くを欧米に依存してきて
おり、我が国における基礎的、創造的な分野の研究

開発の強化が1叫ばれています。

また、  近年における我が国経済の飛基程的進展に伴

い 、  国際社会において我が国が果たすべき役書l1が増

大してきておりますが、科学技術の面においても世

界を先導し国際社会の発展に寄与することが:望まれ
ています。

このような状況にあって、郵政省におきましては、

電気通信分野の技術開発を強力に推進するため各種

の施策を展開しておりますが、  そのひとっと して基

盤技術研究促進センターからの出融資を活用して高

度な電気通信技術の研究開発を強力に推進してぃる

ところです。

4つの研究開発会社は、 同 セ ン タ 一並びに我が国

の数多くの主要企業から出資を受けて設立され、現

在、知的通信システム、  自動翻訳電話、電波や光を

利用した字商通信等の高度通信システムの研究開発

のほか、 人間の視聰覚機構のヒューマンザイェンス

的なアプローチによる解明とその応用とぃった、  い

ずれも先端的で、かつ、長期にわたる研究開発に取

り組んでおられ、  内外からその成果に大きな期待が

寄せられてぃるところです。

郵政省としても高度情報社会の実現の銀1_となる電
気通信の発展を担うこれら4つの研究開発会社に対

し、 基盤技術研究促進センターからの円滑な出資が

図られるよ う今後とも破極的に支1援して参りたぃと

考えております。

㈱国際電気通信基礎技術研究所及び4研究開発会

社におかれましては、  設立の趣旨にもうたわれてお

りますように我が国のみならずt止界の電気通信技術

の発展のために、 5社が一丸となって今後一層研究

開発に努められることを切に希望する次第です。

最後に、21'lit紀に向けて、㈱国際電気通信基礎技

術研究所及び4研究開発会社の今後の益々の発展を

祈念して、  設立一周年のお祝いにかえたぃと存じま

す。



A T Rに親待する

大阪大学

総 長  熊 谷 信 昭

A T Rが大勢の方々のご努力によって 1延生し、 着々と充実 ・ 前進を続けて

おられる姿を手平見し、 まことに喜びにたえません。私自身、長年にわたって

電気通信の研究に携わってきた者の一人として、 また昭和60年3月に関西経

tき1連合会にこの研究所の基本構想を検討する設立準備研究会が設置された当

初からこれに参画してきた者の一人として、 1整将概ひとしおのものがあります。

最近、 経済のソフ ト化とか 、  ソ フ ト産業とか 、  情報化社会の決め手はソフ

トであるとか、  と に か く ソ フ ト 、  ソ フ ト と ぃ う声を ぃたる と こ ろで耳にしま

す。 この場合のソフトとぃ う言業は、  我が国で一-般に、  「技術」に対比する意
味で広く用いられているものですが、  しかし私は、 産業や経済の発展の原動

力となり基盤となるものは、何とぃっても技術であると確信しています。い

かにソフ トの時代とはぃえ、少なくとも産業 ・経済に関する限り、基本的に

重要で、 最も尊重されなければならなぃのは科学技術の進歩であると思つて

います。 サービス業や証券業のような類のものばかりが異常に装栄し、  技術

や製造業に;携わる者が労多くして報われるところが海いとすれば、  そのよう

なソフト社会は早晩差t亡の適をたどることになるであろうと私は思います。

色々な科学技術の中でも、 電気通信に関する技術は特にその中核的・基盤

的な役割を担うきわめて重要な分野です。 A T  Rに期待するところきわめて

大なるものがあるゆえんです。

特にA  T Rに期待されてぃるのは、  独創的な基礎研究の推進です。 A T R

の管さんにその本来の使命をよく自覚していただきたぃことはもちろんです

が、それにもまして強調したぃことは、周囲や社会が、  こ の A T  R設立の本

来の主旨とその目的をよく理解し、 性急に目先の成果を求めず、 A T  Rの皆

さんが安心してリスクの大きぃ冒険的、  先駆的な基礎研究に取り組むことが

で き る よ う に 、  物心両面からの支一援を息長く続けてぃっていただきたぃとい

うことです。それこそが、この研究1所設立の意義を定める決め手であると思

います。

A T  Rの設立に際してかかげられた1i1高な理念の も と に 、 官 ・ 産 ・ 学 が あ

げてこの意義ある事業を支援し続けるとともに、  A T  Rの皆さんが失敗を恐

れず、 勇気をもって創造的な基礎研究に全力を傾注されることを願つてぃま

す。
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A T  Rへの期待

日本電信電話株式会社

常務取締役  . - 、 」11
研究開発本部長  城 水 フt 次 i「5

20世紀も余すところ13年になった。 21世紀の社会は、 どのよう  な形で、我々

の前に展開するであろうか。

今から100年前、 1 9世紀末の人達も同じことを考えたに違いなぃ。パリで

は機械文明を象徴するようにェ ッフェル塔がそびえ、  ニ ューヨークでは白熱

灯が電気の時代の到来を示してぃた。それらを見て、人々は科学、そして工

業l支術の進歩が、 自分達の生活に多くの変化をもたらすと考えたに違いなぃ。

彼等の予想通り、 あるぃはそれ以_1二に、 科学の進歩は陽のあたる面でも、
また蔭になる部分でも、  20-世紀の社会の変化を支配した。 現在、  21世紀を指

呼の間にのぞんで、社会と科学技術はさらに深い関係にある。いや、多くの

人達は自分達の社会の将来に多くの不安を持つてぃるのではなぃか。 そして、

僅かに明るぃ兆しを技術開発に託してぃるのではなぃだろうか。

19lfi一紀の技術開発は発明家あるいは大学の個室から生まれてきた。 これに

対し、 現代の開発が企業化されているのは、 それなりの社会的要請があるか

らである。  技術開発の中心も19世紀のエネルギの活用を主体としたものから

情報の活用に移つてぃる。

国際電気通信基礎技術研究所一 A T  R一の発足をとりまく社会的な背景を

私はこのように見る。そしてこの認識のもとに、21世紀につながる希望の使

従としての役割を果して谷大しぃ。

研究開発という革新を造ることを企業化したのは、  かのェジソンが創始者

であると言われてぃる。企業であることを明確に宣言し、産業界、官界、学

界の協力をベースにしたA  T Rの展開は、 研究開発のあり方について、 一つ

の試金石を投ずるこ と となろ う 。一つの新しぃ伝統が木津川のほとりに創造

されることを期待したぃ。

私共のNTTとその研究開発部門は、 A T  Rを自分達の分身と考え、 その

設立に協力してきた。 今後とも 、  互いに競いながら日本の基礎研究の振興に

努める こ と と し た ぃ 。



A T Rへの期待

京都大学工学部

教授 長 尾 真

日本の電気通信に関する技術が tl 1界の最先端にあることは事実であろう。

しかし、 これからの情報化社会における真の情幸長通信、 情率長処理のシステム

に関する技術とぃ う こ とになる と 、  そう安心してはいられa-い 。  未知の分野
に対するほんとうに創造的な基礎研究が必要なのである。そして、それはハ

一 ド ゥ ェアよ りはソフ ト ゥ ェア 、  さ ら に は コ ミ ュ ニ ケーションの主体となる

人間の研究に向かわざるをえなぃ。 コ ミ ュ ニ ケーシ ョン とは何かをあらゆる

面から研究しその特性を明らかにし、 情報装置、 情報システムの満たすべき

要件を明らかにしなければ、  ゛21til紀の情報化社会″とぃう理念は幻想に終わ

ってしま うだろ う 。

個人同志、個人と集団、集団と集団のコミュニケーション 、異なった国民、

民族開のコ ミ ューケーシ ョ ン 、年令の連いによる種々のコ ミ ューケーシ ョ ン

のモー ド、 さらには人間と機械との間のコミュニケーシ ョ ンなど 、いずれを

とっても人間の知性と感情ざ非常に徴妙かつ複雑に交錯した形で行われるもの

で あ り 、 こ う ぃ っ た コ ミ ュ ニ ケーションの橋渡しをするシステムの構築は容

易なことではなぃ。做底した人間研究を行う必要があろう。

幸にも、  こうぃった研究の重要性が国および民間に広く認識され、 こ う ぃ

った分野の研究のために国際電気通信基礎技術研究所が設立され、 順調に研

究が開始されたことは大変うれしぃことである。  与えられた研究課題は非常

に広く深い内容のものであるから、  しっかりとした基礎研究をすることが大

切である。

感情にまでメスを入れた人間行動の研究や、 言語とその自動翻訳の研究、

知的通信システムの研究などをスムースに行つてゆくためには、  高度な研究

環境を整備しなければならなぃ。 特にこうぃった複雑きわまる人工知能分野

の研究を推進するためには、 それを支えるソフトゥェアそのものの研究をし

っかりと行うこ とが必要である。  そして全世界との自由な通信を実現するた

めの光電波通信の基礎研究力、進められねばならなぃのである。

いずれにしても、  このような基礎的な研究は関係する他の研究機関との密

接な協力によって進めることが不可欠である。  国内の大学・研究所はぃうに

およばず、  国際的な研究協力は欠くことのできなぃものであり、  そ う ぃ っ た

活動を通じて t止一界全体のために貢献してもらぃたぃものである。 国際電気1、亟

信基礎技術研究所の将来に期待する。
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A T  Rの動向

第一回A  T R基礎研究セ ミナーの開催

- “声紋”読み取り技術 -

ATRでは、電気通信技術に関連する先端的かっ

独創的な基礎研究に着目したセミナーを開催してぃ

く こ と に な り 、 そ の第一回 と し て 「 音声 スぺ ク ト ロ

グ ラ ム リーディング (声相時読み取り ) 」  を取り上げま

した。

目で見る声としておなじみの“声紋”、  この声紋を

見ただけで発声された内容を読み取ることができる

のです。 A T  Rでは、  この分野で、illl1界的権成である

米国マサチューセ ッ ツ工科大学 ( M  I T ) の Z  u e

教1授等6名の講師f車を描l11l' して、 こ の セ ミ ナーを開
催するこ とができま した 。 このセ ミナーは 、 M  I T

の夏期特別コースとして人気を呼んでぃるものです

が、  今回のA T  Rによる f者聘で、 米国以外での開催

力'初めて実現されたわけです。

開イi1期間は、 昭和62年1月19日(月)̃23日(金)の

5日間で、参加者は国内の音声研究者が36名、セミ

ナーへの関心の高さを反映して、 申込受付間もなく

子定定員をオー バ ー してしまったほどです。講義だ

けでな く 、 少数グルーブ別の声紋1読み取り演習やL

I S Pマシンを使つた実習もすべて英語で行われ、

参加者、 講師国iにとって本当に充実した一週間にな

り ま した 。  Z u e 教i受も、参加者の声紋読み取り技

術の習得や、 このセ ミナーを通しての国際交流だけ

でな く 、  A T  Rの基礎研究への情熱を高く言平価され、

A T  R と M  I Tのより一層の研究協力を約束して、

帰路につかれました。

(右の写真は、 Z u e 教t受による講義風景)

外国人研究員等の受け入れ

A T R グ ループでは、 電気通信分野の国際性に鑑

み、  同分野の研究開発面における国際協調体制の確

立を一つの組いとしてぃます。 この意味から海外の

研究機関、 大学等との連携を積極的に進めることが

必要であり、  A T R グ ルーブがこれら海外の語研究

機関と相互理解を一層深めことは、研究効率を高め

る こ とに もっながると考えてぃます。

その第一段として A  T R グ ループでは、  著手の優

秀な外国人研究者を、客員研究員、研修研究員等と

して受け入れる体制を整え、 A T R グルーブの各研

究所が外国人研究員等の受け入れを行う計画です。

昭和62年度には、フランス国立通信大学より3名、

米国スタンフ ォー ド大学および力一ネギーメ ロ ン 大

学よりそれぞれ1名、オース ト ラ リ ア ク ィ ーンズ大

学より1名の研究者の受け入れを実施します。



研究動向紹介

人間主体の通信システム : H 0  C S
を目指して

A T R通信システム研究所

社 長  山 下 :11、1i1
近年、  私たちを と  り ま く通信環境はますます多彩

で使利なものへと発展しっつあります。 以前から身

近かであった電語やラジオ、  テレビに加えて、  フ ァ

ク シ ミ リ や データ通信、移動通信、 ビデオテックス

など、  新しぃ通信も広く使われています。いつでも・

どこでも ・だれとでも と ぃ う 、長年通信が日指して

きた日標は、今や少なくとも技術的には、最低線が

確保されたと言つて良いでし ょ う 。

一方 、  通信の基盤となる広い技術分野では、 新し

い材料や素子の出現、高集積化の進展、知能処理な

どの高度情率1i処理等、 技術はなぉも急速に進歩して

います。 ますます大最の情報をますます安価に、 伝

え ・著11え ・処理できる よ うにな りっつあります。通

信の将来の発展は、 今日の発展状況をもって推して

もなお、 想像を系色するものがあると思われます。

その行き着く と ころ 、  将来の私たちの生活や活動

が、  細l1111な綱の目のように世界に張り1理らされた高

機能な情 ・1 l1お通信ネットヮー クによって、根底から厚

く支えられることになるのは必然でしょ う 。 これに

よって 1111'かさや効率性の飛是1経的な向上のもたらされ

ることが期待されます。  しかし、 もし、発展の方向

づけやそれへの備えが不適切であるならば、  いびつ

な発展の結果として、  大きぃ禍がもたらされなぃと

も限りません。 これは歴更の教えるところです。

機械文明が進み、 私たち人間のそれに依存する度

合い力'高まれば高まるほど、 「 人間主体 」 とい う視点

が重要になります。今、私たちは、手にしっつある

高度の技術によって、  「人間主体」を追求する余裕を

得はじめました。そして、今、人間との調和を主限

に 、  一層高度の技術力'1整然と豐かに築き上げられて

いくこ とが強く望まれてぃます。

当研究所は、 i1、L上の観点から、「人間主体の通信シ

ステム :HumanOriented ComMnication System

H 0  C S」 を統一 テーマとして事もげ、通信が人間と

の調和をもって発展してぃくための鍵となる多くの

税点の中から以下に述べる四つを取り上げました。

そして、  そこからの透視図法に則つて既存t支術の集

大成をはかる中で、 将来の発展の核となる新しぃ基

確技術の確立を進めることとしました。

以下、 これに沿つて、  研究の概要を紹介します。

( 1 )  降l,場感通信

技術に余李谷が出てくると、「そ こに在る よ う に ・ 居

合わせてぃ る よ う に 」 間 き 、見 、角'生れたぃ、 と ぃ う

降1,1,場性(追真性、 自然性) への谷欠求が高まるに違い

ありません。現実そのままを求めるのは人間の本性

と言つてよぃでしょ う 。  また、共同作業も少し複雑

に な る と 、  通信を介してでは類わしぃものです。 し

かし、 これは現在の通信の限界ではあっても、 通信

そのものの限界とは言えません。 lf1場性が通信の限

界を大きく広げることは十分に期待できます。

l5111,場性のためには、 空開を再現するための表示技

術や空間情報を適切に入力する技術が重要です。 自

然性等感性の扱いも重要で、適切な演出の処理が必

要となります。音声や画像さらには角1l1覚情報など、

情報の総合的取扱いもぃずれ選けては通れません。

当研究所では、手始めとして、概'場性の共通基礎

技術である三次元物体の立体形状情報の自動入力と

立体表示の研究を進めてぃます。前者は、光の平渉

でできるモアレ統を画像処理して奧行き情報を得る

方法を、 後者は、 大型の鏡を組合せて與行き感とl111

場感を得る方法を取り上げてぃます。



( 2 )非言語的意思疎通

意思疎通のための最一大の手段は言語と言えるでし

ょ う 。  言語の用法にっいては、 それを使う社会の成

員間に、少なくとも表面的には、明確な約束が成立

しており意思疎通を支えてぃます。 しかし、 言語以

外の情報も重要です。それらは、言語のように約束

つ、く ではなぃのですが、お互い人間として生物的・

文化的基盤を共有することから暗要1l1經に了解可能な

ものであって、意織的・無意識的に使われ、意思疎

通の円滑化に大きぃ役書l1を果たしています。 表一情や
身振 り 、  図の使用等はそのごく一部に過ぎません。

このような非言語的情報の暗黙了解の仕組みを工

学的に実現できるならば、  人間相互の意思疎通を支

援 し た り 、 マ ン マ シ ン ・ イ ン タ フ ェースを格段に向

上することが可能になります。そのためには、対象

情報について、その構造や使われ方、意味等を明ら

かにして知識ベース化を進め、 適直にシステム化し

て有効性を検証する、 等の研究が不可欠です。

当研究所では、 人のまなざしや文書レイアウト、

概:念図、 などを対象情報として取り上げ研究を進め

てぃます。  併せて、 意思1陳通における言語と図の協

調的用法について研究を進めています。

( 3 ) 高 セ キ ュ リ テ ィ ・ ネ ッ ト ヮーク

情報化の進展が、 私たち人間にとって好都合な面

ばか りでな ぃ こ とは 、常にf講商されるところです。

情報やシステムの悪用や濫用、盗聴、偽装、女方害、

情報の抱え込みや価値ある情報の理没、 過度の集中

やシステム依存による社会の理危弱化等、 情報化の影

の部分を指す言薬は本体挙にいとまがありません6

このような間題に対応するためには、情報化の影

の多様な態様に即して、 また、  システムの役割、機

能、構成等の特質に即して、さまざまのセキュリティ

技術が開発される必要があります。これは、暗号理

論や知能処理、画像処理、パターン認識等、広い技

術分野に立1性l1して進められることになります。
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当研究所では、 将来の高度な情報通信ネッ ト ヮー

クが担う役割や機能を想定しっつ、 必要なセキュリ

ティ技術の研究を進めることとしてぃます。現在、

画像通信向きの高速で強い暗号方式の研究を進めて

います。 また、 個別には不完全な技術を補完的に組

み合わせて高信頼度を得る等のシステム的視点から

の研究も進めようとしています。

( 4 )  通信ソフ  トゥェアの自動作成

通信ソフ ト ゥ ェアは 、 一般に、高速性や高信頼性

が要求され複雑・大規模になることから、その作成

が大きぃ問題となります。将来は一層の高機能・高

性能性やューザ要求への即応等大きぃ柔軟性も要請

されるため、  ソフトゥェア作成技術の画期的な進展

がなぃならば、  人間との調和を目指す通信の発展も

大きく阻害されることになります。

ソフトゥェアの自動作成は人類の夢です。 これを

実現することは、  経験をその後の類似状況に有効に

適用可能にする仕組みや、 大抵の状況に対応可能な

よう予め多くを経験する仕組み、を工学的に実現す

るこ とです。  これには、 盛んに研究されてぃる知能

処理の適用か有効ですが、 さ らに 、  (本項では)通信

および通信システムにっいての分析と概念体系化力'、

既存経験の整理という意味で、  重要です。

通信の全f本が扱えるようになるのは速い将来のこ

とでしょう。当研究所では、対象を限定して一つ一

つ研究する中で、 併せて、 通信に関する知識べ一ス

の蓄積や新しぃ知識表現法の開発、 ソ フ ト ゥ ェ ア 作

成 ツールの高度化等を進めることとしています。

f、'上の項目はぃずれも、 言わば、 永速のテーマで
す。 しかし、 そこに視点を据えて系統的に研究を進

める中で、 具体的な成果を一つ一つ手にし積み上げ

て い く こ と に よ っ て 、 21i1l紀の「人間主体の通信シ

ステム : H 0  C S」 への展望を切り拓いてぃけるも

のと確信してぃます。



研究動向紹会

言語のちがいを克服する

高劫細訳電講

A T R自動翻訳電 ,1i研究所

社長  樽 松 明

〔自動話3i訳電和とは〕

自動話Hi訳電,111とは、 電,111における通信の内容を相

手の言 111に自動的に器di訳する技 1ll fで、 f 11,f1か1f,な る

外同の人とのコミュニケーションを言:集の違いを1惑

じなぃでスムースに行おうとするものです。  自動議言1

訳電 一 11iシステムの本t￥J染のためには、 ,1111し手の音 J i:を

間き分けて認識する普11;認、.壽?、 異なる言,1111間の変換
を行う脚成1l11・1訳、 計算・111l11か ら 青,,,を作り出す青 一,1 i合
成の要素技術か必要です。現イi:、 これらの技術にっ

いては、  それそれある程度までの研究開発か進んで

いますか、  自動話Hi,Je電 11 11システムの実現には、 また

まだ不一1 -分なレベルで、  -f,1、益雄的な研究の積み重taか
必要です。 、''1研究所において、将来の・多iの通信に向
けて、 自動,識1i,'je電語のための基礎研究を開始しまし
た。

〔自動1器ai訳電 - f 1のための研究の1f這'ii〕
自動細 ,1t電語システムの実現には、 コンビュー タ

先端技術を利用して種々な技術か必1111です。図1に

自動話ai訳電 11iシステムの構成を 一,J、します。 基本の技

術について、  /1、後の研究の1變望をのぺます。

( 1 )  音声認識技術

自動話器ilJe電 一 fの要素技術のなかて、 最も技術上の

1;果題が大きぃのは、  青j11認,言,?i支術です。 電 ri活におけ
る会,il11の内容を認識できることを目標にして、3000

;解,1度の単語からなる l l本 fn'i、 1)11:;- f1の会語文音声を、
文節1f1-に区切つて発11, したものを認f?する実験シス

テムを構楽します。

連続青声の認識を行うには、  「,'組を基本単位とし

て認,i&し、 これか ら単.1iや文節の認,i&へと不ilみ上け
てぃくこととなります。述続音声システムの考え方

としては、特微抽出部、 1ff11111i,細1l1、単語認表1?部、

文節処理部とぃう'各処理部をモジュール化し、 相一ff;

間をテータか流れて制御するとぃ う方法をとること

が女 f ましぃと考えてぃます。  単語,認ii'お結果にもとす

き、文用l、、文の械文、 意n?、、 1illll:1.网青報なとの,- ,111的

l、l'1 ,しliを l到1使して、 後系f iの1li,11iを子測して、 最通な文
節認講h結果を得るようにします。

青声認,ihの1i介な点は、 人によって高'性の性質が

違 う こ とであ り ます 。  -般の利用 イ1'か自ll1に利用す
るために、  リi 11l:、 老-者など多不重多本,表な,1l言一者の ,ir J1 ,に

通用できるようなイ、特定,1,f一名' fif J1,認言,&技術か,那要で
す。 語者にタ、1する対応をスムーズに行うには、  ,1,f一者

に依存した情報を 11lli ,一義li シ ステムに取り込むとぃ う ,f言

者通応方式力、有効です。 100単語以トの少1,1の音1,,-
データを用いて、 発il1者への語一者通応 ,,f能なシステ

ムを ll指して、  実験を進めてぃます。

普f11を発声する用用の環境による影料'と し て 、 用
llt1解t音や、咳一払いのような無意味語が温入す る こ と

があります。今後、信号処理手法を用いて、雑音が

重 ftした音声信号からこれを取り除く ,条fl音除去技術
を研究します。



これらの音声認識の研究には、基本的な音声デー

タべ一スが不可欠で、 音素のラベル付けされた大規

模な音声データベースの作成に着手しています。

( 2 )機械翻訳技術

日英間の会話文機械翻訳を、 あらかじめ設定した

領域において実現することを目標とします。

会話では、 お互いが共通な常識があるものとぃう

前提のもとに、言葉がやり と り されるので、会話文

は、  通常の文書とは、 用語的および文法的に異なっ

ています。 たとえば、  言葉の省略が頻繁にあったり

指示代名詞が何を指すかがあぃまぃであったりしま

す。現在、通訳を介した電話会話のシミュレーシ ョ

ンを実施して、 会話データの収集と分析をぉこなっ

てぃます。これらの結果をもとにして、会語文特有

の翻訳方式の研究を進めてぃきます。

会話通信文の翻訳という問題を簡単にするために

は、  タス ク と ぃわれる 、  話題あるぃは発話状況を限

定できるような枠組みを設定する必要があります。

話し手と間き手を設定した対話構造のモテ゛ル化を行

い、焦点 ・テーマ ・主題等の認識と対話目標との関

係を把握して、 対話文処理の有効な方1法を構築して

いきます。

今後の電子メール等の通信の普及を考えると、 通

信文の言語翻訳の必要性が高いといえます。 通信文

に特有な文型や文脈に関する研究を進めて、 通信に

適した翻3訳の方式を石1fi立してぃきます。  また、  こ れ

は、会話文翻訳技術の基礎データとして役立てられ

ると考えております。

高精度な機械翻訳システムを実現するためには、

会語文および通信文に関する用語や、 会話の中に多

く見られる慣用的な表現などの辞書データ ベース が

必要です。 会話あるぃは通信の対象とする分野 (タ

スク )  を指定して、 その分野に関する専門知識を、

概念とその相互間の関係としてとらえて記述し利用

することが有用です。  概念の説明や言葉の意味的関
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係を表した意味体系などを体系的にデータ化した知

識べ一スを、  会話文の取り扱いに重点をぉぃて構築

し、 会話文の機械翻訳に適した知識ベースの構築1t支

術の確立を図ります。

( 3 )音声合成技術

翻訳電話における音声出力には、 任意の文の音声

を合成できる技術が必要です。

明a素性や自然性が高い高品質の合成音声を得るた
め、  極々の単位長をもっ複合音声単位を用いて、 規

則による音声合成方式を高度化していきます。 さ ら

に 、  単語、  文章等の連続音声を合成する際に必要な

単位音声の変形・結合規則を精密化したものを作成

します。

また、  翻訳結果の音声合成におぃては、意味解析、

文脈角'斯等の言語解析結果を踏まえて、 会話の状況

に則した調子で音声を合成する必要があります。 こ

れ は 、 イ ン ト ネーションなどをぃかにうま く制御す

るかの問題であり、 発声の意図や言語の構造をふま

えて音声を合成する研究を行います。

一方、 話者の音らしさのある合成音声を出力する

ことが望ましぃので、  話者の特徴の適切な抽出と、

音声合成における声質制御によって、 語者の音声に

近い声質で、男女・老若などの多様な音声を合成で

きる技術を追求します。

〔おわりに〕

自動話期訳電話システムの実現までには、 多くの要

素技術の研究レベルを質的に高度化する必要があり

ます。自動翻訳電話技術に関連して、音声認識・理

解、テキストからの音声合成、  自然言語処理などの

研究が、 内外で:盛んに行われていますが、 いずれも

大量な言語的データにもとずぃて、  大規模なデータ

を扱つてぃく必要があり、国際的に研究者が協力し

て、研究を促進してぃくことが重要です。



研究動向紹介

A T R視聴覚機構研究所

社長  流 川 英 司

パ ソ コ ン 、  ワーブ ロ 、  ーューメ デ ィ アのキ ャプテ

ンなどにみられますようにコ ン ピ ュータを中心とす

る最近の情率1加信機器の進歩には目覚ましぃものが

あります。  しかし、 これらの機器はだれでもが簡単

に、気楽に使用できるよ うになってぃるでしょ うかc

おそら く 、 そ う はなって ぃな ぃで し ょ う 。 こ れは 、

どこに間題があるのでしょうか。最一大の間題の一つ

は 、 キーポー ドやキーパッドの操作が面倒なことに

あります。情 l11地信機器力i 進歩したといっても、情

報の処理、記・1意、イ1111送の技術は確かに目覚ましぃ進

歩を111111げておりますが、  情報の入力と出力の面では

あまり進歩しておりません。特に、情報の入力技術

が連れております。

この情報の入出力の部分は、 機械とそれを使う人

間との直接の接角要1面、すなわちマンマシン・インタ

フ ェースとよはれてぃる部分です。  ほかの部分で機

械の性能がいくら良くなっても、  こ の マ ンマシ ン ・

イ ン タ フ ェースの部分が良くならなぃと、  だれでも

が 、  自然で速和感なく気楽に使用できるとぃうこと

にはならなぃでしょう。機機の使い勝手が良いとぃ

う こ とは 、そのマンマシン ・ イ ン タフ ェ一スが人間

の認知特性、行動特性と調和が良くとれてぃるとぃ

う こ とにほかなりません。  したがって、  こ の よ う な

良い イ ン タ フ ェースを実現するためには、 これまで

の技術一辺倒のアブローチではなく、人開の認知や

行動のメカニズムの研究が是非とも必要です。

このような観点から、  当研究所では、人間の情報

入出力機構のうち最も重要と考えられてぃる視覚お

よび聰覚一機構を研究対象にとりあげ、 それらの情報

通信と処理のメカニズムを解明してぃくことにより、

入出力技術としての文字・図形・画像の認識 - 生成
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技術、 普J1lの認識・合成技術の飛蹤的な進歩向上を

目t,-,しております。
以下、現在進めてぃるぃくっかの研究について常1n

単にご紹介します。

( 1 ) 1111f要111fii.と立体i見

物が動くとき、人間はその連動をどのように知覚

してぃるのでしょうか。 また、  3次元の物体や情報の

奥行きをどのように知覚しているのでしょ うか。こ

のような知覚はそれそれ連動税と立f1l';'i、見とよばれて
おります。本テーマでは、  この連動視と立体視の間

題をと り あげ 、  いろぃろな条件での知覚の特性を測

定す る と と も に 、 そ の データの分析を通して運動税

と立体i見機構を機疑する定最的モデルの構成を進め

ております。これらの研究は、人間が動きを知覚す

る際に、 より沿らかに見える動画1像生成手法や効率

がよく自然に見える立体画像表示法の確立を財旨し

てぃるものです。

( 2 ) バ ターンの認知

人間は円や三角形などのパターンを見て、  それを

記憶に照らし、即座に認知できるとぃう優れた能力

を持つてぃます。 この能力を発現させてぃるメカニ

ズムの解明を進めております。

人開がパターンを認知するとき、  何らかの特微を

とらえてぃると考えられます。この特微がどのような

ものなのか、 また、図形の部分的なまとま り と して

の分節はどのような法則に基づいてなされているの

か、 などにっいて心理実験とモデルの計算機シミュ

レーションによって検討を進めております。

この研究は、 新しぃパ ターン認識i去の開発のほか

に、 パ ターン情報の効率的な記憶法と検索法の開発

を目指しております。



この調音結合現象のモデル化を目指して研究を進め

ております。

(7)青員律的特徴の知覚

音声知覚における線律的特微 ( ア ク セン トやイン

トネーシ ョンなど )  の役1割とその知覚機構にっいて

合成音声の評価と高品質化に結びつけながら研究を

進めております。この間題は、人間にとって最も自

然な音f密受容形態は何かという音声知覚における基

本的問題とも直結しております。現在、韻律情報の

影;二'響を調べるための音声知覚実験を行い、 合成音声
評価における繊律的特徴の役割を探るための基礎デ

一タを得た段階です。

(8)音青負の知覚

音声スぺクトログラム上にあらわれる音音員の視覚

的パ ターン (図 1参照 ) を用いて、画像処理的手法

も取り入れた新しぃアプローチによ り 、  音青111lの音響

的不変量を追求しております。

( 3 )神経回路網

人間の視覚システムにおいては、 情報の並列処理

が大きな特徴の一つとなっております。 そこで、  視

覚の生理・心理学的知見に基づいて、  人間の優れた

パ ターン認知機構を ;機務fする並列回路細モデルの構

成を進めております。

( 4 )文字・文書情報の理解

人間が文字を認識し、 文書を理解していく過程の

解明を進めております。現在、単語 (熟語 )  と して

の文字認知特性の解明とそれに基づく文字認知機構

を機凝する定量的モデルの構成を進めております。

また、 これらの研究によって得られる新しぃ知見の

工学への応用を意図して、 文字・図形認識および画

像処理の実験ツール作りも進めております。

(5)聰覚末相系における情率11111111:理

外界からの音響信号を受容する器官である耳は、

入つてく  る信号にたぃして組い周波数分析を行つて

いる こ とがわかってお り ます 。 この こ とは 、音声信

号のJ1111波数分析結果である音声スぺク トログラム

(図1に示すような音声信号の画像的表現で声紋と

よばれてぃる )に対応して、1確覚末相系(外;Ef、 中

耳、内耳 )における音声の分析結果である l聽覚・神

経スぺク ト ログラム と よぶこ とのできる情報表現形

式が存在することを示l 唆しております。本テーマで

は、 この情報表現形式を追求しております。現在、

I随覚末相系の工学自'f機能モデルをコンピュータ ・ シ

ミ ュ レーションとして実現しっつあります。

( 6 )調音結合

音声自動認識や規則による音声合成を困装性にして

いる大きな問題の一つに調音結合の間題があります。

これは 、た と えば 、同 じ 「 ア 」 で も 、 「 ア力 イ 」 と 発 声

す る と き と 「アオイ 」 と 発 声 す る と き と で 、 「ア」 の音

響的性質が異なるとぃう現象のことをぃいます。  こ

の例の場合、 「ア」がその後に続く音の影響を受けて

変化するために、  このような現象が生じます。  現在

国

渡

識

（
キ

・ヘ
ル
ツ
ー

ト '一一一一一一一,tl,秒,
期 1音声波形(上段)と音声スぺクトログラム〔声紋〕

(下段)、発声内容は「電気通信の未来」
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f、u二ご紹介した人間の視聰覚機構解明の研究は、
非常に基礎的であり、  かつ難しぃため、 長期的な取

り組みが必要です。 しかし、 本当に使い勝手のよぃ

マ ン マ シ ン ・ イ ン タ フ ェースを開発するためには、

選けて通れなぃ最も重要な研究課題であります。



研究動向紹介

これからの光電渡通信

一宇富からイ圖人までのネットヮー外t-

A T R光電波通信研究所

社 長  古 演 洋 治

当研究所は、将来無線通信が最も重要な役割を果

たす移動通信、 字商通信の分野に重点をぉき、 これ

らに必要となる基礎技術を開発することをめざして

います。  具体的には、 将来の字宙通信におぃて重要

となる光を用いた衡星間通信の基礎技術、 いつでも

どこでもだれとでも通話が可能となるような新しぃ

移動通信システムのための基礎技術、 および小さく

て軽くしかも様々な働きを持つた通信デバイスを可

能とする新しぃ通信用素子の研究であります。 こ れ

らの研究を、互いに関連をもたせながら、それぞれ

無線通信第一研究室、無線通信第:: ii l f究室、および

通信デバイス研究室力、担当してぃます。 以下これら

の研究動向にっいてご紹介します。

(1 )光衡星間通信の基礎技術の研究

人工術星を用いた通信技術と光ファイバ通信技術

の導入によって、  地球上の2地点の間の通信は容易

に行われるようになり、技術的に見れば、世界中の

どこの地域とも対話が可能となってぃます。  字宙通

信技術は、 このような;地 _ l二の2地点を結びつけるの

みな らず、 術星と術星とを結びつける術星間通信

( 図 1 )  の分野において、 新しぃ進展をみせてぃま

す。特に、電波の代わりに光を用いる光衡星間通信

技術は、将来幅広い用途が約東されており、その動

向が注目を浴びてぃます。 字宙通信は、 無重力の字

商空間を利用した新しぃ素一材の研究、 スペース ・ ブ

ラ ッ ト フ ォーム (大型字商構造物 )におけるぃろぃ

ろな実験、 あるぃは将来のスペース コ ロ ニー (人工

惑星の一種)での人類の生活など、将来の地11111,大気
圈外における人類の諸活動を支えるインフラストラ

クチャー (下部構造) として重要な意味をもってい

ます。 光衛星間通信技術はその中心的技術であり、

当研究所ではこの技術の内、我が国のポテンシャル

を考慮に入れて、 光通信技術の研究および高速移動

する'1是翔体間における追尾技術の研究を進めていま
す。

Ii

( 2 )移動通信のための基礎技術の研究

いつでもどこでも 111iとでも通語できる小型・ 1,l - 1;
の通信システムを安価に提供することは、  この分野

の研究者 ・技111 r者の積年の夢となってぃます。 数年

前から N  T Tによって自動車電話のサービスが始め

られ、 随 分f更利になってぃますが、 必ずしも安価で

はな く 、  llff もが、  どこでも使えるとい う訳にはまぃ

りません。それには先ず、有限な資源である電渡の

使用効率をラl量躍的に高めて、 言能でもがいつでも電波

を使えるような技術を用意する必要があります。通

信を行う場所は人口の密集している都市内であるこ

とが多く、テレビ映像でお刷染みのゴース ト と 同 じ

原因によって電波の平渉が生じ、 また車などの走行

によって信号に極端なフェージ ン グ  (変動) が生じ

て、  しばしば通信不能に落ち入ります。このような



電波干渉 ・ フ ェージングの除去技術の確立は、 どこ

でも通信できる技術のための中心課題であります。

このため、  当所では未だ実用化の進んでいなぃ新し

い周波数帯において干渉に強いアクティブアレーア

ンテナの技術、 フ ェージングに対抗するためのディ

ジタル信号処理技術、回路の小型・高機能化のため

の集積回路の研究を進めてぃます。 ( 図 2 )

3 .  通信デパイスの研究

ト ラ ン ジ スターの発明は電気通信i支術に革命をも

たらし、 ま た L S  I (大規模集積回路)、VLs I ( 超
大規模集積回路) の出現は社会を変え高度情報化社

会を支えてぃます。これらはシリコン半導f構支術の

進歩によるところが大きく、素子材料;l支術の影響が

いかに大きぃかがわかります。近年、シリコンより

はるかに高性能な力゛リウムひ素を中心とした化合物

半導体を用いた超高速素子、 光素子の研究が進めら

れ、これらによる光通信が実現しました。これらの

素子の高機能化をめざし、 自然界になぃ新材料、 新

素子の研究が急速な展開を見せてぃます。 最近では

原子1 ヶ 1 ヶの並び方を制御することまで可能とな

りっつあり、  技術の進歩は極限をめざして進んでぃ

ます。 当所ではこれらの新しぃ素子の構造と働きの

電子計算機による解析、 それに基づいた高機能通信

素子の作成、 および画像など多次元情報を高速で処

理する光情報処理素子の基礎研究を進めると共に、

将来の通信t支術の基礎となる理論研究を進めていま

す ( 図 3 ) 。
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2 . 伯 田  見、小林  幸i使、ll1下 f hムー : “マンマシン ・ イ ン タ フ ェー スにおける言 '' -税覚情報の統合化に
関する一考察”, 電子情l'1i通信学会総合全网大会(1987)
3 . 大 村  和典、秋l l1 11建.-:、 小1lf1: 幸1iff_、 山 下 11,1,、一: “?l技-角i1マンマシン ・インタ フ ェー スに関する一検
討”, 電子情報通信学会総合全国大会(1987)

4 .西イ、i 原'、 小 林  幸111t、 l11下 ?1f、一 - : “'用的文 '11,処理におけるレイアウトの一考索” ,電子情報通信学会
総合全田大会(1987)

5 . 肥 塚  111t、秋 l i 1 111t_ _、 小1llt1 幸11f1 、 l 1 1 ド 1111、一 : “ 3次元物体自動入力に関する一考察”,電子情機通

信学会11111合全国大会(1987)

6 . 1:2:_木 出i i、1、 中1、'o 俊介、 4??川 政1111、、 内 田  修 i li : “仕様差分に者目した知 1111?抽出” ,電子情報通信学

会総合全1 j:1大会(1987)

7 . 佐 藤  売一、 1,l1中 - -敏、 l''1川 充11/、、山下 i'i,- : “図の意味的処理へのアプローチ”, 電子,h,報通信
学会総合全田大会(1987)

ATR自動確1「訳電語研究所

1 . 飯田 仁 、 野 村  消-郷(NTT通研) : “Engl ish-Japanese hteract ive Translation Sy s t em :LUTE
- A I D”, In ternat iona lCon fe rence  on the State of the Ar t  in  MaChine Translation(1986)

2 .  鹿野  清宏、  中川  '整 一C器橋技科大) : “ 力 一 ネ ギー ・ メロン大学における音声認識・理解研究の現
状 ,  日本音響学会識i(Vo1.42No.9,1986)

3 . 鹿 野  清2f、 樽松  明 : “音ア1',理解研究の動向”, 日本音響学会言l11 (Vo1.42No.12;1986)
4 . 樽 松  明 : “自動翻訳電話のための自然言語処理”,電気関係学会関西支部連合大会(1986)

5 . 飯 田  仁、野垣内  出 、 相 沢  輝昭 : “通訳を介した電話会話の特徴分析”,電子情報通信学会「言語処

理 と コ ミ ュ ニ ケーション」研究会(1986)

6 . 吉本  啓 : “日本語のゼロ代名詞”,  日本言語学会第93回大会(1986)

7 . 鹿 野  清宏 : “ベクトル量子化による話者適応、”,電子情報通信学会音111i研究会(1986)

8 . 桑 原  尚夫、都木  徹(NHK技研) : “音声の声質変換における信号処理”, ディジタル信号処理シンポ

ジウム(1986)

9 . 桑 原  尚 大 部 木  徽(NHK技研) : “分析合成による声質変換とl嗄声改普への応用”,電子情率111通信学

会音声研究会(1986)
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1 0 .飯田  仁 : “将来の通信システムに要求される機械翻訳技術”,情報処理学会関西支部大会(1986)

1 1 .小倉  健太郎 : “言語対比データの構築にっいで',電子情華展通信学会総合全国大会(1987)

12 .野垣内 出 : “電話会話における指示・省略の特微分析”,電子情率長通信学会総合全国大会(1987)

1 3 .鹿野  清宏 : “Tr igramモデルによる単語音声認識結果の改普”, 日本音響学会全国大会(1987)

14 .武田 一裁、匂 i反  芳典 、 片桐  滋(視聴覚一機構研究j所) : “音声データベース構築のための音線ラべリング”

日本音響学会春李研究発表会(1987)

15 .桑原 尚夫 、都木  徹(NHK技研) : “声の明l1重持性を支配する物理的特徴量の抽出”,日本音響学会春季研

究発表会(1987) , ,

1 6 .飯田  仁 : “ 「言語処理の理論に関するワークシ ョ ップ ・ T I N L A P 3」の報告”,電子情率侵通信学会「言語

処 理 と コ ミ ュ ニ ケーション」研究会(1987 )

ATR視聴覚機構研究所

1 . 佐藤  降i様t- : “Displacement Limits for Reversed Random-dot Cinematograms(ランダム - ド ッ ト の
逆転連動の移動限界)”, 米国光学会年次:,大会(1986)
2 . 注 川  英司 : “ゲシュタルト性の定量化” ,  日本心理学会第50回大会(1986)

3 . 東 角  洋一 、  自 木  善尚(NTT基礎研) : “第111回米国音響学会報告”, 日本音響学会認i(Vo1.42No.9,,

1986)

4 . 佐 藤  隆夫 : “会議レポー トComputationalModels i n  Human Vision”, テレビジョン学会認、(Vol.40

N o.9,1986)

5. 平 原 達也: “ 音1結の聰覚系内スぺク トルパターン”,AVIRG(1986)

6 . 東 角  洋一: “1986年ディジタル信号処理ワークシ ョ ッブ報告 ” ,  日本音響学会一t1 (Vo1.43No.3,1987)

7 . 佐 藤  隆大: “ ラ ン ダ ム ド ッ ト ・ モーションのモデル”,応用物理学会生理光学研究会(1986)

8 .  田中  利意、相川正義 : “境界要素法によるリッジ導波管の解析”,電子情報通信学会総合金国大会(1987)

9 . 横料1 一彦、梅田三千雄、 11111田 紀博(NTT通研) : “漢字認識過程における漢字外形の部分情報と金体

情報の分析”, 電子情華l1通信学会総合全国大会(1987)

10 .佐藤 隆夫: “ ランダムドッ ト仮現連動の解析 ” ,  テレビジョン学会視覚情報研究会(1987)

11. 片 相  滋 、 武 田  一裁(自動番羽訳電話一研究所)、色1坂 芳典(自動番111l訳電話-研究所) : “視察に基つく 音1識ラ
ベルの性質”,  日本音響学会春率研究発表会(1987)

12 .三宅 識1更 : “ ニ ューロ コ ン ピ ュ ー タ ” , 東 海 A  I研究会(1987)

ATR光電渡通信研究所

1 .  藤本  動 : “Microscopic Atomic Structure of I n-AIIoyed LEC GaAs  Revealed by  X -Ra y
Quasi Forbidden Ref lect ion(XFR)Method”, 第4回半系色線III - VI材料国際会議(1986)
2 .  真多#;i 武識i1、 井 原  俊夫、阿波加  系1i1、 古 演  洋治 : “ ミ リ渡降雨減衰統計と雨滴粒径分布” ,国際電渡

科学連合F分科研究集会(1986)

3 . 藤本  動 : “GaAs中の高濃度添加不系,t物の占有位置”, 第27回半導体専門講習会(1986)

4 .  藤本  動 、 鎌 田 證彦 : “In添加LEC GaAs結品のミ ク ロ構造”,応用物理学会(1986)

5 . -古演 11i1治 、阿波加  系ltl : “日本におけるマイクロ渡伝搬の研究”,第16回ヨーロ ッパマイ ク ロ波'会議(1986)
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6 .  鎌田  意彦、 小林 規姫男(NHK技研)、 鈴木 1建夫(NHK技研) : “高濃度Si選択ドーフ量子井戸の発光

特性”, 電子情率fi通信学会光量子エレクトロニクス研究会(1987)

7 .  田 中 利 1謹、相川正義 : “境界要素法によるリッジ導波管の解析”,電子情幸長通信学会総合全国大会(1987)

8 . 岩 崎  久雄、安川  交二、 日高  一孝 (東 1z: ) 、 諸岡  翼(東芝) : “衛星放送受信用マイクロス ト リ ップア

ク テ ィブアレーアンテナの角考i析”, 電子情率長通信学会総合全国大会(1987)

9 . 原  信二、徳満  但雄 、田中  利憲、相川  正義 : “MM I C化に適したアクティブアイソレータの検11lt”

電子情率lli通信学会総合全国大会(1987)

10.徳満 但 雄 、 原  信二、田中 利 l證、、 相 川  正義 : “MM I C化に適したアクティブインダクターの一構

成法”, 電子情報通信学会総合全国大会(1987)

11 .後藤 光司、程木組リ四郎、安川 交二 : “光衡星間通信用受信器に関する一考察”,電子情華li通信学会総

合全国大会(1987)

1 2 .奈良 重俊 : “ (GaAs )n/ (A IAs )m超格子のTBバン ド計算 ' ,  日本物理学会(1987)

1 3 .小林 規-姫男(NHK技研)、森田 正彦(NHK技研)、嫌田 ,意彦、鈴木 1建夫(NHK技研)、: “MB E成

長GaAs -AIAs超格子の深い準位のD]1_1T、S評価”, 応用物理学会関係連合講演会(1987)
1 4 .鎌田  意彦、小林 規姫男(NHK技研)、鈴木 他夫(NHK技研)、遠藤 幸一(東京理科大) : “Beドー

フGaAs/AIAs:器ii子井戸の無秩序イヒと再結合寿命”, 応用物理学会関係連合講演会(1987)

15.il11川 交二、樓木勸四郎、古演 洋治、平田  康夫(KDD研) : “Present Status of Op t i c a l I S L  S t-
udies i n  Japan” ,  第4回光応用科学 - 技術国際シンポジウム( 1 9 8 7 )

受賞者紹介

(昭和6 1年度における外部団体からの表彰者)

社団法人発明協会 発明奨励賞

受賞者 国際電気通信基礎技術研究所 企画部長 吉田  裕

他 3名
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受賞日 昭和61年10月20日

2 .  社団法人日本音響学会 佐ll藤論文賞

受賞者 ATR視聰覚機構研究所 聰覚研究室長 東倉  洋 一

聰覚研究室主任研究員 片桐 滋

他 1名

受賞対象 「単音節知覚における時間情報の役1割」
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